
中数－ 3

優真さんは，次の予想がいつでも成り立つかどうかについて考えて 
います。

予想

１組の向かい合う辺が平行で，もう１組の向かい合う辺の長さ
が等しい四角形ならば，その四角形は平行四辺形である。

上の予想がいつでも成り立つかどうかを，図をかいて考えることに 
しました。下の図のように，はじめに，平行な２直線ℓ，m 上に３点 
Ａ，Ｂ，Ｄをとり，線分ＡＢ，ＡＤをかきました。次に，点Ｄを中心 
として，線分ＡＢの長さと等しい半径の円をかいたところ，直線 m と 
２点Ｃ，Ｅで交わり，平行四辺形になる四角形ＡＢＣＤと，平行四辺形 
にならない四角形ＡＢＥＤの２つがかけました。
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中数－ 4

前ページの予想がいつでも成り立つかどうかを示すことについて，
正しく述べたものを，下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　予想がいつでも成り立つことを示すためには，図のように平行
四辺形になる四角形ＡＢＣＤが１つかければよい。

イ　予想がいつでも成り立つことを示すためには，点Ａ，Ｂ，Ｄの
位置を変えて，図の平行四辺形ＡＢＣＤのほかに，平行四辺形に
なる四角形をかく必要がある。

ウ　予想がいつでも成り立つとはいえないことを示すためには，図
のように平行四辺形にならない四角形ＡＢＥＤが１つかければよ
い。

エ　予想がいつでも成り立つとはいえないことを示すためには，点
Ａ，Ｂ，Ｄの位置を変えて，図の四角形ＡＢＥＤのほかに，平行
四辺形にならない四角形をかく必要がある。


